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大人が絵本を
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第30回　絵本から広がる

絵本をホントに食べちゃった！

　
「絵本は食べる（口に入れる）ものと完全に思って

いるようで、開いて読もうとしても口をもってきて
両手で押さえて読ませてもらえないんです。」
　生後７か月にビブリオの仲間入りしたＹちゃん
は、毎週２～３回ペースで通ううちに、少しずつ絵
本の楽しみを覚えるようになりました。会員になっ
て２か月が経ったとき、お母様から先のように、口
に入れるようになったので取り上げると泣いて、読
めなくなったとの相談がありました。『だるまさん
が』の天は欠けてなくなっているそうです。物を口
に入れたり、噛んだりするのは、この時期の乳幼児
の習性ですので仕方ありません。絵本を口にもって
いくたびに「ダメダメ」と言っていては、「絵本で遊
んではダメ」と感じてしまうかもしれません。
　そこで、ひと工夫でＹちゃんの気持ちを絵本に向
ける読み方のアドバイスをしてから、Ｙちゃんと

『おべんとう なあにかな？』を読みあいました。
　男の子と女の子、それに動物たちが順番に、お弁
当箱を見て（見せて）「ぼくの おべんとう なあにか
な？」1）と言いながら蓋を開ける（ページをめくる）
と、見開きいっぱいに宇宙弁当やオムライス弁当な
ど、おいしそうな弁当が現れる、繰り返しの絵本で
す。「お弁当なあにかな？」「パカッ」と、テンポよく
ページをめくって文字を読んだら、即座にお弁当の

具材をつまむ真似をしてＹちゃんの口元に持ってい
き、ちょんちょんしながら「ウインナー、あむあむ
あむあむ」と模倣遊びです。Ｙちゃんがニコニコ
ちゃんになるので、もう一品あむあむ。二番手は女
の子なので、「わたし」を名前に置き換えて「Ｙちゃ
んのお弁当なあにかな？」と読むと、自分に向かっ
ている感じが高まって目線が読み手に移った瞬間、

「パカッ」とページをめくり展開させたら、Ｙちゃん
の目線はまた絵本に戻ります。現れたお花畑弁当を
むしゃむしゃ食べて、次のお弁当です。少し、顔

（口）を近づけてきたら絵本の食べものをもぐもぐ食
べさせてあげて「おいしいね」。最後は「てをあわせ
て…いっただっきま～す」1）。口を近づけたい様子
は見受けられましたが、一度も絵本の至近距離まで
くることなく読み終わった瞬間、「おー、すご
いっ！」とお母様も大きく反応していました。擬音
語や模倣遊びでニコニコしていたので、もう一回

「おべんとう なあにかな？」。絵本本体を食べること
なく、絵本の中の食べものをパクパクと食べました。

好き嫌いと味覚

　離乳食期を卒業すると、お子様の好き嫌いと対峙
するお母様も多いようです。ヒトは、胎児期には好
ましい味と嫌な味を識別する能力をもっており、味
覚は出生直後に開始すると言われています2）。それ
に「食経験に繰り返しの快感、不快感が伴うと好き
になったり嫌いになったりする」2）というのですか
ら、嫌いな味もやがて好きな味へと変化するので
しょう。
　そうはいっても、子育ての渦中にいるお母様方
は、お子様の偏食に焦りを感じてしまうようです。
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また、２歳にもなると言葉と態度による意思表示が
はっきりしているから、お母様も悪戦苦闘されてい
るのだと思います。そんなとき、「食べなさい」と命
令口調になったり、親子の格闘が毎回、続いたりし
たのでは楽しい食事になりません。お母様が時間を
かけ、愛情をこめて作った食事ですので、楽しくお
いしく味わって食べたいものです。

絵本との出会い、悲喜交々

　絵本との出会いは、これまで本連載でテーマとし
たような「勇気が湧いてくる」とか、「情緒を穏やか
にする」「死を理解させる」など目的をもって読むこ
とがあれば、「新刊だから」「かわいい絵だから」「お
もしろそうだから」など、特に目的を持たずに読む
こともあります。どんなきっかけで出会ったとして
も、子どもも大人も絵本から何らかの力を得ている
ものです。
　昨年９月の２～４歳おはなし会で読んだ絵本に、
思わぬ反響がありました。「おじいちゃんおばあ
ちゃん」をテーマにしたプログラムの最後に、『もっ
たいないばあさんの いただきます』を読んで、

「もったいないばあさん音頭」でおしまいです。食卓
に向かっている女の子が、お皿の上の「にんじんき
らい ピーマンきらい」「わかめきらい ひじききらい

きのこなんかだいっきらい」と言うたびに、おばあ
さんが「もったいない」と言いながら現れては、それ
らの食べものが身体にどんなに大事かをお話する、
れっきとした食育絵本です3）。
　この日は、他にも『おじいちゃんのおじいちゃん
のおじいちゃんのおじいちゃん』に親子で大笑いし
たり、『おだんごぱん』のマスコットシアターにくぎ
付けになったりと、参加の親子全員が一体となって

「楽しく」終わったのでした。

「もったいないばあさんが くるよ」

　「おじいちゃんおばあちゃん」おはなし会も過去
となり、季節も変わった11月のおはなし会を楽しん
でいるとき、３歳のⅠちゃんのお母様が私の耳元で

「『もったいないばあさん』が本当にいると思ったら
しく、来るのが怖いようで残さず食べるようになっ
たんです」と笑顔でささやくのです。そして、「意外
に聞いているんだ、分かっていたんだと思いまし
た」と、話の内容を理解していることにも驚き、喜
んでいる様子でした。
　Ⅰちゃんは絵本に興味をもつのが少し遅く、２歳
を過ぎても０～１歳クラスのおはなし会に参加して
いました。２歳７か月になって上のクラスに上がっ
たのですが、けれどじっと座って聞くことができ
ず、あっちにゴロンこっちにゴロンとしながら顔だ
けを絵本に向けていたり、途中でお茶を飲みに行っ
たりと自由です。お母様もどこまで聞いているのか
半信半疑ながら、それでも区外の遠方より１年以
上、毎月欠かさず参加していたところだったので、
お話を理解していることを知られて嬉しそうでし
た。「もったいないばあさん」はＳちゃんも「怖かっ
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たみたいだけど、あの後『もったいないばあさん』を
読むようになりました」との報告を受け、食と絵本
両者の影響をみることができました。
　「もったいないばあさん」が最後に伝える「食べも
のは、おいしく食べてもらえますようにってお料理
してもらったもの。優しい気持ちがいっぱい詰まっ
とるんじゃ」3）というメッセージを読むときは、参
加親子の関係を考えるとついつい感情移入もしてし
まいますが、最後は「もったいないばあさん音頭」で
楽しく終わろうと企画したものだっただけに、ねら
い以上の反響を受けて大変嬉しく思いました。
　毎月１回のおはなし会を楽しみにして下さってい
るお母様方が、会をきっかけとしたわが子の成長が
見られたことをさらに喜んでいる姿を拝見すると、
私たち司書も身が引き締まりますし、やりがいを感
じます。そうはいうものの、それは何より絵本の力
なのです。そして、親御さんの子育ての工夫や苦労
の積み重ねが、一冊の絵本との出会いによって大き
な足かせとなり、劇的な瞬間が舞い降りてくるので
す。「絵本の力、恐るべし」です。

絵本で食育推進

　食育推進の一手法として絵本を活用して、食育の
視点から絵本を分類し、実践的効果を検証・考察し
た研究において、「子どもが絵本の世界で遊び、疑似
体験することで、現実の世界に良い影響を及ぼし、
心豊かな生活を送ることができる糧となる」ことが
明らかにされています4）。好き嫌いしかり、遊び食
いやむら食いもお母様がお子様の食事で困っている
ことのようです。これらの食行動は食べものの好き
嫌いだけでなく、食への興味・関心度合いから引き
起こる場合もあるでしょう。というのも私自身の幼
少期の体験に結びつくもので、食に興味なく、食べ
ることが苦痛だったため、家庭や保育園ではダラダ
ラ食べの毎日、幼稚園時代に至ってはお弁当の中身

を捨てて帰る日々でした。その頃『もったいないば
あさん』と出会っていたら、絶対にできなかった行
動です。食育絵本の豊食は、飽食の時代において、
そして核家族にいる子どもたちにとって意義あるも
のだと思います。
　「もったいないばあさん」のように、食べものの有
り難さや丈夫な身体を作る食材の話など、真っ向か
らの食育も大切ですが、食に関心の低い子どもには

「遊び」の要素が強い絵本もおすすめです。2015年に
復刊された『ぼくのシチュー、わたしのシチュー』5）

を読んだとき、子どもの頃に出会っていたなら、自
分の食の関心度も変わっていたかもしれないと思え
た一冊です。

　お留守番中のくまの子はリンゴが食べたくなっ
て、赤いクレヨンでリンゴのお絵描きを始めます。
人参やブロッコリー、お魚も描いたら、次は調理で
す。お絵描きしたリンゴをハサミでくるくると皮剥
きの要領で切って、人参は乱切り、魚はぶつ切りに
して、切った具材をお鍋に入れ、ぐるぐる混ぜてシ
チューを煮込むのです。なんて楽しそうなのでしょ
う。こんな夢のある遊びを知ったら、空想好きの子
どもは真似しないではいられないはずです。もっと
夢があるのは、ママがシチューの具材を買って帰っ
てくるのですから、ごっこ遊びはママのお手伝いへ
と変わったに違いありません。そして、遊びがおい
しい夕食になるのです。先行研究でも論じられてい
るように、空想体験や疑似体験に加えて、現実の食
事作りのお手伝いは、食の関心を刺激することにつ
ながると思います。
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　この絵本は堀川理万子氏の初創作絵本で、2005年
にハッピーオウル社から出版されましたが、長らく
絶版になっていたものを、当館選書者の一人で、絵
本評論家の広松由希子氏が「ずっと残したい絵本」
として復刊させたとびきりの一冊なのです。

　　 遊び・空想から広がる食

　年齢がもう少し上の幼児の反応もみてみましょ
う。ビブリオ４～６歳向けのおはなし会は、絵本に
限らない「絵本と図鑑」と冠して、絵本の中の「これ
なあに？」や「それなんで？」を図鑑で解決しながら
進める構成です。「からだたんけん」の会ではお子様
だけでなく、お母様も一緒に身体の中を探検しまし
た。メイン絵本は『おべんとうんち』6）で、食べたも
のと一緒におなかの旅をしながら、炭水化物は緑の
トロッコ、タンパク質は赤、野菜類は黄色いトロッ
コに分別されて腸内を進み、やがて分解吸収されて
いく様を、自分の身体を触りながら確認です。終点
は食べた物がウンチとなって出てきて、「ウンチく
ん、ありがとう」で、元気なウンチと困ったウンチ
を確認して終わりです。絵本と図鑑をたっぷり楽し
んだ最後には、子どもたちそれぞれに緑・赤・黄色
のトロッコセットを渡してから、ご飯や肉、野菜な
どの色々な食べもののイラスト用紙を順次手渡し
て、力が強くなるもの、病気から守る働きをしてく
れるものなどに分別遊びをしました。親子で「これ
は何色だったっけ」と話しては楽しく仕分け、「Ｎ
ちゃんのお腹がグーって鳴る理由が分かったね」な
んて今日知ったことを会話しながら、トロッコセッ
トを大事そうに持って帰りました。
　それから一週間後の週末、「からだたんけん」をし
た３人姉妹のお母様が、「食事のときに食べものを

『赤』とか『黄色』に分別できるようになって、黄色
のトロッコの野菜も食べるようになったんです」と
報告して下さいました。子どもたちには、遊びから

現実生活に良い影響を及ぼす体験が大きく、多いこ
とがよくわかります。そして、これが「心豊かな生
活が送れる糧となる」4）のでしょう。

育児支援としての食育

　地域の育児支援の役割も担っているこどもの歯科
と親子ライブラリーでは、子育て支援の実践と、あ
るべき姿を模索していく中で、ブックスタート支援
と同様、食育支援も担っていくものだと考えていま
す。親子が食べものと身体の関係を知り、命を食べ
るということ、もらった命が命になるという教えを
学ぶのは食の教育です。それは、保護者への啓発に
もつながり、若い親御さんの食育ともなるのです。
　小児歯科では口腔・歯科診療だけでなく、食べも
のや食べ方の相談と指導もされていると思います。
言葉による説明だけでは理解が難しい小さな子ども
たちへ、絵本を使って理解につなげるのは容易な方
法です。２か月にわたりお伝えした「絵本から広が
る食の世界」で紹介した食べもの絵本は、出版され
ているもののうち極々一部に過ぎません。豊食の食
べもの絵本の中から、大人の正しい眼で選び抜いた
ものを子どもたちに出会わせてあげて下さい。そし
て、食べものと合わせて、絵本から食の世界を豊か
にしてあげてほしいと願います。
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